






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
難するのが適当でない事情が認められる

































































































































































































3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
さないのに
3 3 3 3 3
，行為者を非難するのが不公正だからではない。この場合に，行
為者を非難できないのは，行為者が違法行為を避けることのできない状態に
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
あるのに








































































































































































































































































































































































































































3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
報が得られず







































































































































































































































3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
責任を肯定すべきではないか。前掲大阪高裁判決については，このようなみ
かたもあり得るというのが，本稿の結論である。
〔付記〕本稿は，2011年６月18日に早稲田大学で開催された特別刑法判例研
究会の報告に手を加えたものである。報告の機会を与えていただいた同研究
会事務局と，貴重なご意見をお寄せいただいた会員の方々に，改めて御礼申
し上げたい。
岡　法（62―２)
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